
高等学校、市社協、福祉施設等との連携による福祉人材の育成

事業の目的

聖光学院高等学校福祉探求コースの生徒に対し、関係機関や県社協内の各事
業と連携しながら、地域福祉の様々な体験や学びの場を提供することで、福祉
への理解を促進し、福祉人材育成につなげることを目的としています。

福島県福祉人材センター

・昭和36年に創立、私立高等学校
・野球の強豪校で甲子園出場実績多数
・普通科に福祉探求コースがある
https://www.seikogakuin.jp/

取組内容
●伊達市社協によるプログラム
・授業「地域の助け合いについて」⇒授業の中で生徒が考えた中から実践

・聖光学院高等学校の生徒による「こども(地域)食堂」開催（生徒約30名参加）

●福島県社協によるプログラム
・授業「地域福祉の概要を学ぶ」（県民児協）
・授業「生活困窮者への支援」（県社協担当者）
・授業「防災への取組と災害時の支援」（南相馬市社協・いわき市社協）

・職場説明、見学「地域の中の福祉施設」（福祉人材センター担当）

・授業「これまでの授業を振り返って」（県社協ボランティア事業担当）

福祉人材センター事業
「福祉の職場見学会」として実施

・地域内にある特別養護老人ホームと
介護老人保健施設に分かれて見学

参加者や施設からの声
●参加者:「施設では様々な職種の方がチームで働いていることが分
かった」「実際の職場を見て介護士の仕事のすごさを感じた」
●施設:「質問も多くあり、生徒の皆さんに興味を持っていただいて
良かった」など

福祉人材センターより

学校ごとの見学会のほか、就職に向けた職
場見学の調整もしております。福祉の仕事に興
味のある方は、福祉人材センターまでお問い合
わせください。
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